
いだ・こういち　●　熊本県玉名警察署交通課長　警部。
昭和 30 年生まれ、玉名市在住。昭和 53 年から警察官と
して勤務し、その間約 30 年にわたって交通警察に携わる。

全
国
で
は
毎
年
、
約
４
千
５
百

人
以
上
の
尊
い
命
が
交
通
事
故

で
失
わ
れ
て
い
ま
す
。
中
で
も
、

約
半
数
の
人
が
65
歳
以
上
の
高

齢
者
で
す
。
皆
さ
ん
は
「
自
分

は
大
丈
夫
」
と
思
い
込
ん
で
い

ま
せ
ん
か
。
交
通
事
故
は
、
決

し
て
他
人
ご
と
で
は
な
く
、
と

て
も
身
近
な
も
の
で
す
。

昨
年
11
月
、
玉
名
署
管
内
で

は
２
件
の
死
亡
事
故
を
受
け
、

「
交
通
事
故
多
発
警
報
」
が
発
令

さ
れ
ま
し
た
。
続
け
て
荒
尾
署

管
内
で
も
１
月
に
２
件
の
死
亡

事
故
が
発
生
し
、「
交
通
安
全
対

策
緊
急
会
議
」
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
突
然
命
を
奪
わ
れ
た
被
害

者
と
、
突
然
命
を
奪
っ
て
し
ま
っ

た
加
害
者
。
交
通
事
故
は
、
双

方
の
家
族
に
一
生
後
戻
り
で
き

な
い
大
き
な
悲
劇
を
招
き
ま
す
。

「
交
通
事
故
を
起
こ
さ
な
い
」

「
交
通
事
故
に
あ
わ
な
い
」「
交

通
事
故
に
あ
わ
せ
な
い
」
た
め

に
、
一
人
一
人
が
常
に
交
通
安

全
の
意
識
を
持
ち
続
け
る
こ
と

が
、
悲
惨
な
交
通
事
故
を
な
く

す
た
め
に
大
切
な
こ
と
で
す
。

整
備
で
は
、
限
界
が
あ
り
ま
す
。

　

交
通
事
故
を
根
本
か
ら
な
く
す

た
め
に
必
要
な
の
は
「
思
い
や
り

の
行
動
」
で
す
。
事
故
を
起
こ
さ

な
い
た
め
に
、
相
手

の
こ
と
を
考
え
た
思

い
や
り
の
行
動
が
大

切
に
な
り
ま
す
。
例
え
ば
運
転
中
、

携
帯
電
話
を
使
用
し
て
い
る
歩
行

者
を
見
か
け
た
ら
「
こ
ち
ら
に
気

づ
い
て
い
な
い
か
も
」
と
気
を
配

る
。
ま
た
、
お
年
寄
り
が
交
差
点

を
渡
る
こ
と
が
で
き
ず
に
困
っ
て

い
た
ら
、
近
く
の
人
が
手
を
引
い

て
一
緒
に
渡
る
。
他
に
も
通
学
路

の
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
地
域

で
取
り
組
む
な
ど
、
こ
う
い
っ
た

思
い
や
り
が
、
交
通
事
故
の
防
止

に
つ
な
が
る
の
で
す
。

荒玉管内で交通死亡事故が多発しました。
悲劇を繰り返さないために、私たちに
できることは、何があるのでしょうか。

　

交
通
事
故
が
起
き
て
喜
ぶ
人
は

い
ま
せ
ん
。
昨
日
ま
で
元
気
だ
っ

た
家
族
が
、
突
然
亡
く
な
っ
て
し

ま
う
―
そ
ん
な
こ
と
に
な
ら
な
い

よ
う
に
、
事
故
は
未
然
に
防
が
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

現
在
、
数
字
の
上
で
は
熊
本
県

の
事
故
発
生
件
数
・
死
者
数
は
減

少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
道

路
整
備
や
交
差
点
の
改
良
、
ド
ク

タ
ー
ヘ
リ
の
導
入
な
ど
が
進
ん
で

い
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
環
境

優
し
さ
で
安
全
な
地
域
に

交
通
事
故
は
、
誰
も
が
当

事
者
に
な
る
可
能
性
が
あ
る

と
同
時
に
、
私
た
ち
の
意
識

の
持
ち
方
一
つ
で
防
ぐ
こ
と

が
で
き
ま
す
。
交
通
事
故
を

防
ぐ
意
識
と
は
、
道
路
を
通

行
す
る
と
き
は
誰
も
が
い
つ

も
周
り
に
気
を
配
り
、
予
測

を
し
な
が
ら
通
行
す
る
意
識

で
す
。
そ
れ
は
自
分
の
こ
と

以
外
に
も
、
他
の
人
た
ち
の

こ
と
を
考
え
る
―
互
い
に
相

手
を
思
い
や
る
心
で
す
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
井
田
さ

ん
は
「
出
か
け
る
前
の
『
気

を
つ
け
て
』の
声
か
け
で
も
、

安
全
意
識
は
変
わ
る
ん
で
す

よ
」
と
も
語
り
ま
し
た
。
そ

れ
は
た
っ
た
一
言
で
す
が
、

自
分
や
大
切
な
人
を
守
る
、

と
て
も
優
し
い
言
葉
で
す
。

『
気
を
つ
け
て
』
そ
の
思

い
や
り
の
一
言
が
、
大
切
な

人
を
守
る
交
通
安
全
の
お
守

り
に
な
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

を
忘
れ
ず
安
全
運
転
を
心
掛

け
、
荒
尾
・
玉
名
地
域
を
よ

り
す
み
よ
い
安
全
な
地
域
に

し
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

荒
玉
地
域
で
目
指
す
事
故
０ゼ

ロ

私
の
交
通
安
全
宣
言

も
し
事
故
で
負
傷
者
が
出
た
ら

迷
わ
ず

119
番
、
救
急
車
を
！

　私は毎日仕事で車を運
転しています。特に夕暮
れの時間が危ないので、
早めの点灯を心がけてい
ます。これからも時間に
余裕を持ち、急がない運
転をしていきます。

　今年、町内で高齢者の
死亡事故が発生し、残念
で悲しいです。自分と家
族のためにも安全な歩行
を心がけ、自分の体・自
分の命は自分で真剣に守
りたいと思います。

　暗くなってからのジョ
ギングでは蛍光タスキを
着けたり、明るめの服を
着たりします。自転車は、
危険を予測しながら運転
しています。これからも
交通安全に努めます。

　私には２人の子どもが
い ま す。 子 ど も の 命 を
守るために、チャイルド
シートにきちんと座らせ
るようにしています。こ
れ からも事 故 のないよ
う、安全運転します。

　登校班では、1 列に並
んで登校しています。横
断 歩 道 を 渡 る 時 は、必
ず止まって左右を確認し
て横断します。急ぐと危
ないので、時間に余裕を
持って出かけています。

　事故現場では、負傷し
た人の立場に立って話を
しっかり聞き、素早く判
断することを常に心掛け
ています。救命士として、
感謝されることにやりが
いを感じています。

「
思
い
や
り
の
行
動
」
が
事
故
を
防
ぐ

日
頃
か
ら
地
域
の
交
通
安
全
を
見
守
る
玉
名
警
察

署
交
通
課
長
の
井
田
浩
一
さ
ん
に
、
交
通
安
全
の

た
め
に
大
切
な
こ
と
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

荒
玉
地
区
の
交
通
事
故
は
、

近
年
は
全
体
的
に
減
少
傾
向

で
し
た
。
し
か
し
平
成
23
年
の

発
生
件
数
は
、
前
年
比
12
件
増

の
940
件
、
負
傷
者
は
55
人
増
の

１
千
227
人
、
死
者
は
１
人
増
の

11
人
と
、
い
ず
れ
も
増
加
し
ま

し
た
。

ま
た
、
死
者
の
う
ち
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
は
７
人
で
す
。

発
生
件
数
・
死
者

と
も
に
増
加

数
字
で
見
る
荒
玉
の
交
通
事
故
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interview
玉 名 警 察 署 交 通 課 長　 井 田 浩 一さ ん

H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23

20

  8

10

12

14

16

18

1,800

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

死
者
数

発
生
件
数
・
負
傷
者
数

荒尾・玉名地域広報担当者による合同記事
「荒玉かわら版」特別号　交通安全特集

お守りは
 気をつけて の
優しい一言

2012.04 Arao City 4647 Arao City 2012.04


